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1 概要

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，
日本語OpenVMS Alphaおよび日本語OpenVMS VAX
システムで業界標準の TCP/IPプロトコル体系とイン
ターネット・サービスを実装するためのソフトウェア
製品です。カーネル・ソフトウェアは， Compaq Tru64
UNIXから移植されています。この製品は， BSD (Berke-
ley Software Distribution)バージョン 4.3および 4.4
をベースとし，弊社による機能の拡張が行われたもの
です。

TCP/IPを使用したインターネットワーキングにより，
個々のネットワークのハードウェアの詳細が隠され，
物理的なネットワーク接続に依存しないコンピュータ
間の通信が可能になります。インターネットワーキン
グでは， TCP/IPに対応したネットワーク・メディア
を使用するすべてのノードのインターネット上でのふ
るまいを，統一されたプロトコル・セットを使用して
定義します。 TCP/IPは，ソフトウェア・アプリケー
ション用に，標準トランスポート・メカニズムと全二
重，高信頼性ストリーム通信サービスの両方を提供し
ます。

2 ソフトウェア・ライセンス

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSには，
数種類のソフトウェア・ライセンスが用意されていま
す。

ライセンスの
種類 説明

クライアント クライアント・コンポーネントのみ
を必要とするユーザ向けのライセン
スです。 FTP [クライアントおよびサ
ーバ]， IMAP， LPD， TELNET，
SNMP，NTP，NFSクライアント，
Metric Server， POP， FINGER，
RLOGIN， REXEC， RSH， RMT
/RCDおよび XDMを利用することが
できます。

サーバ 製品の完全な機能を必要とするユー
ザ向けのライセンスです。全クライ
アント・コンポーネントに加えて，
BIND， BOOTP，DHCP， TFTP，
NFSサーバ， PC-NFSおよび Load
Brokerを利用することができます。

クライアン
ト・アップグ
レード

クライアント・ライセンスをすでに取
得しているユーザ向けに提供されるラ
イセンスで，完全なサーバ機能が必要
になったときに利用できます。

3 ネットワーク・インタフェース層のサ
ポート

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，
各物理ネットワーク・コントローラで複数のネット
ワーク・インタフェースをサポートするため，日本語
OpenVMSシステムでは，次に示すような，種類の異
なるネットワーク上にあるどのホスト・コンピュータ
にも接続することができます。

• IPv4および IPv6用の Ethernet
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• IPv4および IPv6用の光ファイバ分散データ・イン
タフェース (FDDI)

• IPv4用のトークン・リング

• IPv4用の非同期転送モード (ATM) (Alphaシステム
のみ)

個々のホスト・コンピュータは，シリアル回線インタ
ーネット・プロトコル (SLIPまたは CSLIP)やポイン
ト・ツー・ポイント・プロトコル (PPP)を使用して，
シリアル回線経由で他のホストやネットワークに接続
することもできます。

4 インターネット層のサポート
日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，イ
ンターネットを利用したデータの移動に，それぞれ固
有の役割を果たす次のインターネット層プロトコルを
サポートしています。

• インターネット・プロトコル (IP) — IPv4および
IPv6用にコネクションレスのパケット伝送サービ
スを提供します。

• インターネット制御メッセージ・プロトコル (ICMP)
— IPv4および IPv6用に診断機能を提供し，エラー
や制御メッセージを処理します。

• アドレス解決プロトコル (ARP) — IPv4用の IPア
ドレスを物理ハードウェア・アドレスに動的にマッ
ピングします。

• 近隣探索 (Neighbor Discovery) —同じリンク内の
近隣を探索し，動的にルータを検出して，すべての
IPアドレスを IPv6用の物理ハードウェア・アドレ
スに動的にマッピングし，アクティブな近隣へのパ
スに関する情報の保守を行います。

• TCPおよびUDPのための Path MTU —ネットワ
ーク間のデータ転送に最も効率的な手段を判断しま
す。

• クラスレス・インタードメイン・ルーティング (CIDR)
—経路選択テーブルのサイズを減らして， IPアド
レス空間をより効率的に使用できるようにします。

• IPv6モバイル・コレスポンデント・ノード— OpenVMSホ
ストがモバイル・ノードおよび他のコレスポンデン
ト・ノードと通信できるようにします。

• 経路選択プロトコルと経路選択デーモン—ゲート
ウェイ間で，ホストおよび直接接続しているネット
ワークに関する現在の経路選択情報を交換できるよ
うにします。サポートするプロトコルは次のとおり
です。

— IPv4用の Routing Information Protocol (RIP)
Version 1 (RFC 1058)と RIP Version 2 (RFC
1388)，および IPv6用の RIPng (RFC 2080)

— Open Shortest Path First (OSPF) Version 2
(RFC 1583)

— Exterior Gateway Protocol (EGP) (RFC 904)

— Border Gateway Protocol (BGP) (RFC 1163，
RFC 1267)

— IPv4用の Router Discovery (RFC 1256)

経路選択デーモンの ROUTEDとGATEDは，カーネ
ルと通信を行って，新しい経路を追加したり，既存経
路の削除，変更を行います。拡張ゲートウェイ経路選
択デーモン (GATED)はGateD Unicast Version 4.0.6
をベースとして，拡張経路選択オプションが追加され
ています。

5 トランスポート層のサポート

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは， 2
つのホスト (ローカルまたはリモート)間のコネクショ
ン指向とコネクションレスのデータ転送を提供するた
めに， TCPとUDPの両方のプロトコルをサポートし
ています。これらのプロトコルは，アプリケーション
層とインターネット層を橋渡しするブリッジを構成し
ます。

• トランスミッション・コントロール・プロトコル
(TCP)は，データ受け渡しの保証 (確認応答)を要求
されるアプリケーションに，コネクション指向で，
順序制御された高信頼なデータ転送を提供します。

• ユーザ・データグラム・プロトコル (UDP)は，デ
ータ受け渡しの確認を必要としないアプリケーショ
ンにコネクションレスの高速データ転送を提供しま
す。

本リリースでは， TCP Extensions for High Perfor-
mance (RFC 1323)および，低帯域幅で高遅延のワ
イヤレスおよび周辺ネットワーク上での輻輳のために
IETF Wireless TCP Standardsをサポートしていま
す。標準のワイヤレス TCPセットには， TCP Exten-
sions for High Performance (RFC 1323)， SACK
(RFC 2018)， Path MTU Discovery for IPv4 (RFC
1191)および IPv6 (RFC 1981)が含まれています。

RFC 1323には PAWS (Protection Against Wrapped
Sequence)番号のサポートと TCPウィンドウ・スケー
ルのサポートが含まれています。 PAWS番号は，シー
ケンス番号が重なり合うのを防ぐため，トランザクシ
ョンにタイムスタンプを提供し， TCPウィンドウ・ス
ケールは， TCP接続に対してウィンドウ・スケール・
ファクタを提供します。

RFC 2018は， TCPの選択確認オプションを定義し
て，複数の受信確認ウィンドウをサポートすることに
より，シーケンス番号が順番どおりでなくても，未処
理の受信確認に対応することができるようにします。
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6 アプリケーション層のサポート

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，ア
プリケーション層の各種プロトコルをサポートし，日
本語OpenVMSユーザに次の機能を提供します。

• リモート・システム上でのソフトウェアの実行

• ローカルとリモート・システム間のデータ・ファイ
ル転送

• ディスク記憶領域やプリンタなど，リモート・シス
テムのリソースの共有—ユーザのローカル・シス
テムに接続しているのとまったく同じように操作で
きます。

• 電子メールの送受信—ローカルでの送受信と，世
界規模のインターネット経由での送受信が可能で
す。

• インターネット上のすべてのユーザに対する，一貫
性と信頼性のある効率的なネットワーク・サービス
の提供

リモート・コンピューティング

日本語OpenVMSユーザは， TELNETを使用してネ
ットワークのリモート・ホストにログインすることが
できます。 TELNETには次の機能があります。

• 同時に複数のセッションを確立可能

• IBM 3270モデルのターミナル・エミュレーション
(TN3270)

• OpenVMSとUNIXの両形式のインタフェースのサ
ポート

• ウィンドウのサイズ変更機能 (行と列)と位置オプシ
ョンのサポート

• Kerberos認証

日本語OpenVMSユーザは， Rコマンドと呼ばれるUNIX
の標準的なリモート・コマンドを使用して，リモー
ト・インターネット・ホスト (UNIXまたはOpenVMS
システム)上のアカウントで作業することができます。
日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，
RLOGIN， RSH， REXEC，および RMT/RCDコマン
ドをサポートしています。

FINGERユーティリティを使用して，ローカルまたは
リモート・システムにログインしているユーザの情報
を得ることもできます。この情報には，ユーザ名，ア
カウント名，およびユーザが実行中のプログラムが含
まれます。

X Display Manager Control Protocol (XDMCP)によ
り，ディスプレイ装置はログイン・サーバに対してロ
グイン画面の表示を要求することができます。

ファイル転送

日本語OpenVMSユーザは，次の構成要素を使用して，
ローカルとリモート・システム間でデータ・ファイル
を転送することができます。

• ファイル転送プロトコル (FTP) —ホスト間でファ
イルおよびディレクトリの作成，削除およびコピー
を行います。

• 単純ファイル転送プロトコル (TFTP) — UDPプ
ロトコルを使用し，認証なしでファイルを転送しま
す。通常，これは，ディスクレス・システムのブー
トストラップ・プロセス中に使用されます。

• リモート・コピー (rcp)コマンド—ローカル・ホス
トとリモート・ホスト間または 2つのリモート・ホ
スト間でファイルのコピーを行います。

FTPは，ODS-5ディスクのOpenVMS Extended File
Specifications (長いファイル名，深いディレクトリ階
層，および拡張文字セット)をサポートしています。

リソース共有

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，
ライン・プリンタ/ライン・プリンタ・デーモン (LPR
/LPD)と， TELNETプリント・シンビオント (TELNET-
SYM)を通して，ネットワーク印刷機能を提供します。

• LPDは，ローカルとリモートのプリント・キュー
を通じて，UNIXとOpenVMSクライアント・ホス
トにリモート・プリント・サービスを提供します。
システム管理者によりプリント・キューの設定が
行われた後，OpenVMSクライアント・ユーザは
DCLコマンドの PRINTを入力し，UNIXクライア
ント・ユーザはlprコマンドを入力します。

LPDは，クラスタ単位で使用可能なようにコンフィ
ギュレーションを行うと，OpenVMSホスト上にある
LPD制御によるプリント・キューに対して，負荷分
散および自動フェイルオーバを提供することができま
す。

• TELNETSYMは， LPR/LPDではできないOpenVMS
標準の印刷機能を利用できるリモート・プリント・
サービスを提供します。

ネットワーク・ファイル・システム

ネットワーク・ファイル・システム (NFS)サーバ・ソ
フトウェアを使用すると，NFSクライアント・ユーザ
は，リモート・ファイル・サービスに透過的にアクセ
スすることができるようになります。NFSがローカ
ルとリモート・システム間のオペレーティング・シス
テム，ハードウェア，アーキテクチャの違いを吸収す
るため，ファイルやディレクトリは，リモート・シス
テムからアクセスしても，ローカル・システムにいる
のとほとんど見分けがつきません。 PC-NFSデーモン
は， PC-NFSクライアントに対して認証サービスを提
供します。
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TCP/IP Servicesは，NFSサーバでNFSバージョン
2およびバージョン 3のサポートを提供しています。
NFSクライアントはバージョン 2に制限されていま
す。NFSバージョン 3の主な利点は最大ファイル・サ
イズの増加です。OpenVMSファイル・システムでは
1テラバイトまでのファイルがサポートされ，コンテ
ナ・ファイル・システムでは 4ギガバイトまでのファ
イルがサポートされます。

性能の向上は，処理するファイル・サイズの改善と，
ファイルが実際にディスクに書き込まれる前に，NFS
サーバが書き込み操作の受信確認を行うことができる
という書き込みパフォーマンスの強化によるもので
す。その後，コミット・メッセージに対するサーバの
応答によって，データがディスクに書き込まれたこと
が確認されます。

NFSサーバは， TCPおよびUDPの両方を経由した通
信をサポートします。NFS over TCPでは，ワイド・
エリア・リンクを経由したファイル・アクセスが可能
になります。NFSクライアントはUDPだけに制限さ
れています。

NFSサーバおよびクライアントは，OpenVMS Ex-
tended File Specificationsをサポートしており，これ
には，ODS-5ファイル構造上での長いファイル名，深
いディレクトリ階層，および拡張文字セットが含まれ
ます。

電子メール

日本語OpenVMSユーザは，簡易メール転送プロトコ
ル (SMTP)を使用して，ローカルとリモート・ホスト
間で電子メールを送受信することができます。日本語
Compaq TCP/IP Services for OpenVMSに実装されて
いる SMTPは，日本語OpenVMSのMail機能を使用
します。これにより， SMTPホストのアドレスが自動
的に smith@widgets.com形式で認識されます。 SMTP
では， SFF (Send From File)および発信別名指定のサ
ポートを提供しています。

次のメール・システムは SMTPとともに動作して，ク
ライアントに対して信頼できるサーバ・ベースのメー
ル・リポジトリを提供します。

• Post Office Protocol (POP)サーバ

• IMAP Mailサーバ (Alphaシステムのみ)

ネットワーク・サービス

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSに用意
された次の管理構成要素を利用することで，ネットワ
ーク管理者やシステム管理者は，システムの中断を最
小限に押さえ，一貫した，高信頼性，高効率のサービ
スをユーザに提供することができます。

• 簡易ネットワーク管理プロトコル (SNMP)バージョ
ン 2は，ネットワーク上の管理ステーションから日
本語OpenVMSシステムを管理できるようにするマ
スタ・エージェントとサブエージェントです。この
バージョンでは， Compaq Tru64 UNIX SNMPv2

に実装されたバージョンと同じ機能が含まれる他，
いくつかの機能が改善されています。

• ネットワーク・タイム・プロトコル (NTP)バージ
ョン 4は， TCP/IPネットワーク上のホスト間で時
間を同期させて調整する方法を提供します。NTP
は， TCP/IPネットワーク上のOpenVMSホストに
対して信頼のおける正確な時刻を提供します。

• Berkely Internet Name Domain (BIND)は，各
ホストがインターネット上の他のすべてのホスト
のアドレスを知らなくても済むように，ホスト情
報を配布，管理する分散データベース・システムで
す。 BIND 9サーバ (Alphaシステムのみで利用可
能)は， Internet Software Consortium (ISC) BIND
9.2の実装に基づき，動的な更新および BINDサー
バ・クラスタ・フェイルオーバを含んでいます。
BINDサーバ・クラスタ・フェイルオーバは，複数
の BINDマスタ・サーバが同じデータベースを共有
できるようにして，いずれかのサーバが使用不能に
なった場合に冗長性とフェイルオーバ・メカニズム
を提供します。 VAXおよび Alphaの両方のシステ
ム上の BINDリゾルバ，および VAXシステム上の
BINDサーバは， ISC BIND 8.2.1の実装に基づい
ています。

• ロード・ブローカは，クラスタの負荷分散，ラウン
ド・ロビン (総当たり)のスケジューリング，および
自動フェイルオーバ機能を提供します。

• Metricサーバは，ローカル・ホスト上のDNS負荷
を計算して報告します。これには， CPUレーティ
ング，計算間隔，デバッグ・レベルのために定義可
能な論理名の動的コンフィギュレーションに加え
て，複数の IPアドレスに渡る着信トラフィックの
負荷分散を可能にするマルチホーム・システムのサ
ポートがあります。

• ポートマップ機能は，システム管理者が各サービス
のポート番号をクライアント・アプリケーションに
事前に設定しなくて済むように，ポートを自動的に
割り当てるデータベース・システムです。

• Auxiliary (補助)サーバ・プロセスは，UNIXのイ
ンターネット・デーモン (inetd)を日本語 Compaq
TCP/IP Services for OpenVMS用に実装したサー
バ・プロセスです。 Auxiliaryサーバは，アプリケ
ーションのプログラミングを大幅に簡素化し，同時
サーバ・プロセスを減らすことによりオーバーヘッ
ドを管理します。また，サービス要求の認証を通じ
てシステム・セキュリティを提供し，イベントとエ
ラーのログ収集機能もサポートします。

• Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP)は，
ブートストラップ・プロトコル (BOOTP)のスーパ
ーセットです。DHCPは， BOOTPの機能 (ブート
ストラップ要求への応答)に加え， IPアドレス，サ
ブネット・マスク，および省略時のゲートウェイな
どを含む堅牢なコンフィギュレーション・サービス
を提供します。DHCPサーバは BOOTPクライア
ントをサポートするように設定することができま
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す。 BOOTPがDHCPなしで有効にされている場
合，DHCPの機能は使用できません。

• DHCPクライアントが登録名でコンフィギュレーシ
ョンできるようにする機能を使用して，DHCPは
動的に BINDを更新します。DHCPは， BINDデ
ータベースを更新するときに，この名前を使用し
てアドレスを割り当てます。さらに，本リリースで
は，DHCPクライアントおよびサーバの両方を提
供することにより， IPアドレス空間のコンフィギ
ュレーションおよび保守に対して集中型アプローチ
を提供しています。DHCPサーバを使用すると，
システム管理者はOpenVMSホストから IPアドレ
スを動的に割り当てることができます。

7 管理制御プログラム

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，
おなじみのOpenVMSのDCLコマンド構文に基づい
た，使いやすい汎用ネットワーク管理ツールである管
理制御プログラムを提供します。システム管理者は，
これらのコマンドを使用して，製品の構成要素をロー
カルに設定，監視することができます。

自由度の高いコンフィギュレーション・プロセスに
は，対話形式のコンフィギュレーション手順が組み込
まれています。

個々のサービスのために提供されているスタートアッ
プ・ファイルとシャットダウン・ファイルを使用する
と，システム管理者は，他の TCP/IP Servicesソフト
ウェアの操作を妨げることなく，個々のサービスの停
止または起動を行うことができます。

DCLまたはUNIXの管理コマンドで，ネットワーク接
続と TCP/IP Servicesソフトウェアのコンフィギュレ
ーションと管理のための方法を選択することができま
す。

8 UNIXのネットワーク管理ユーティリ
ティ

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，
UNIXネットワーク・サブシステムの管理およびトラ
ブルシューティングに慣れたシステム管理者のため
に，UNIXのネットワーク管理ユーティリティを用意
しています。サポートしているユーティリティには，
次のものがあります。

• arp

• finger

• ifconfig

• netstat

• ping

• ripquery

• route

• sysconfig

• sysconfigdb

• tcptrace

• traceroute

サブシステムは，sysconfigtabデータベース内に構成す
ることができます。

ただし，UNIXの一部のフラグとパラメータはサポー
トされていない場合があります。

9 エラー・メッセージのドキュメント
日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSで
は， TCP/IPの機能および構成要素に関するエラー・
メッセージのためのオンライン・ヘルプが提供されて
います。この情報は，日本語OpenVMS Help Message
ユーティリティ (MSGHLP)の一部として含まれていま
す。

10 アプリケーション・プログラミン
グ・インタフェース (API)

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSには，
カスタマイズされたアプリケーションを開発するプロ
グラマ用に次の APIが用意されています。

• Berkeleyソケットおよびソケット・ライブラリ—
C言語で書かれたアプリケーションがUNIXと同様
の方法で TCP，UDP，および raw IPにアクセスで
きるようにします。ライブラリには，次のサポート
が含まれています。

— IPv6用の IPv4および IPv6の基本ソケット・イ
ンタフェース拡張 (RFC 2553および IETFのア
ップデート)

— IPv6用の拡張ソケット API (RFC 2292および
IETFのアップデート)

• $QIOインタフェース— OpenVMSシステム・サー
ビスをソケット通信用に拡張し，サポート対象のプ
ログラミング言語で作成されたアプリケーションに
対して TCP，UDP，および IPへのアクセスを提供
します。

• SRI $QIOインタフェース—旧式の非互換 SRI $QIO
インタフェースを$QIOインタフェースに変換しま
す。

• ONC RPC —ネットワーク・プロトコルに精通し
ていないプログラマのために業界標準の移植可能な
APIを提供します。ソケットを使用しないでアプリ
ケーションを開発できる効率的な方法です。

• 拡張簡易ネットワーク管理プロトコル (eSNMP) —
SNMPサブエージェント構築用のルーチンを提供し
ます。
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11 PATHWORKS， Advanced Server，
および DECnet over TCP/IP

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，
PATHWORKS/Advanced Serverと TCP/IPとの緊密
な統合をさらに進めるために， PATHWORKS IP (PWIP)
ドライバと PWIP補助制御プロセス (PWIP_ACP)をサ
ポートしています。

PWIPドライバにより， PATHWORKS Advanced Server
と TCP/IP Servicesソフトウェアの両方を実行してい
るOpenVMSシステムと， PATHWORKS 32クライア
ント・ソフトウェアを実行しているパーソナル・コン
ピュータ間の通信が可能になります。また，DECnet-
Plus for OpenVMSに付属しているDECnet-over-TCP
/IP機能も使用できるようになります (詳細について
は，DECnet-Plus for OpenVMSのドキュメントを参
照してください)。

12 インストールと設定

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSのイ
ンストールには， POLYCENTERソフトウェア・イン
ストレーション・ユーティリティを使用します。メニ
ュー形式の簡単な設定手順により，すべての構成要素
とサービスを一括してインストールすることも，必要
な構成要素を選択してインストールすることもできま
す。

13 必要なハードウェア

サポート対象 CPU

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，日
本語OpenVMSを実行する CPUをサポートします。
サポート対象ハードウェアの完全なリストについて
は，OpenVMSオペレーティング・システムの各リリ
ースに付属している SPDを参照してください。

必要なネットワーク・コントローラ

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，
OpenVMS for Alphaおよび VAXオペレーティング・
システムのソフトウェア仕様書に記載されているす
べてのネットワーク・デバイスをサポートしています
(SPD 25.01.xx)。

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，
DECnet-Plus for OpenVMSなどの他の弊社ネットワ
ーク製品と Ethernetインタフェースを共有することが
できます。

必要なメモリ容量

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSを使用
するには，ライセンスの種類 (クライアントまたはサー
バ・ライセンス)に関係なく，最小限次のメモリ容量が
必要です。

システム 必要なメモリ容量

日本語OpenVMS VAX 32 MB

日本語OpenVMS Alpha 64 MB

必要なディスクの空き領域

次に示す数字は，日本語 Compaq TCP/IP Services for
OpenVMSを動作させるのに，計算上最小限必要と思
われるシステム・ディスクの空き領域です。実際のサ
イズは，システムの環境，コンフィギュレーションの
内容，選択するソフトウェア・オプションにより異な
る場合があります。

システム
必要な空きブロック・
サイズ

日本語OpenVMS VAX 80,000

日本語OpenVMS Alpha 136,000

14 クラスタ・サポート
日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMSは，正
規にライセンスされたOpenVMSクラスタ構成にイン
ストールする場合には，完全にサポートされます。

15 必要なソフトウェア
日本語Compaq TCP/IP Services for OpenVMSの実行
には，次のバージョンの日本語OpenVMSオペレーテ
ィング・システムが必要です。

• 日本語OpenVMS VAXシステムでは，バージョン
7.2または 7.3

• 日本語OpenVMS Alphaシステムでは，バージョン
7.2-2または 7.3

クライアント・アクセスには，NFSバージョン 2.0ま
たはバージョン 3.0に規定されたプロトコルと TCP/IP
の Request for Comments (RFC)に定義されたすべて
の TCP/IPアプリケーション・プロトコルをサポート
するシステムが必要です。

XDMCPを実行するシステムの場合:日本語DECwin-
dows Motif for OpenVMSバージョン 1.2-5 (以降)

16 バージョンアップについて
本製品の将来のバージョンでは，必要なハードウェ
ア，ソフトウェアの最小構成が変更されることがあり
ます。
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17 提供メディア

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMS製品
は，『日本語OpenVMSソフトウェア・ライブラリ』
として提供されます。ハードコピーのマニュアルが必
要な場合は別途ご注文ください。

18 注文情報

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMS Alpha
サーバ

ソフトウェア・ライセンス：QL–0LXJ*–**

ソフトウェア・マニュアル：QA–0LXJA–GZ

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMS Alpha
クライアント

ソフトウェア・ライセンス：QL–0M2J*–**

ソフトウェア・マニュアル：QA–0LXJA–GZ

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMS Alpha
クライアント・アップグレード

ソフトウェア・ライセンス：QL–0PHJ*–**

ソフトウェア・マニュアル：QA–0LXJA–GZ

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMS VAXサ
ーバ

ソフトウェア・ライセンス：QL–VHRJ*–**

ソフトウェア・マニュアル：QA–0LXJA–GZ

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMS VAXク
ライアント

ソフトウェア・ライセンス：QL–GL7J*–**

ソフトウェア・マニュアル：QA–0LXJA–GZ

日本語 Compaq TCP/IP Services for OpenVMS VAXク
ライアント・アップグレード

ソフトウェア・ライセンス：QL–OPJJ*–**

ソフトウェア・マニュアル：QA–0LXJA–GZ

* この部分の値は変化します。提供されているライセ
ンス，サービス，メディアについての詳細は，該当
する価格表を参照してください。この注文情報は，
リリース時点で有効な情報です。最新の注文情報に
ついては，弊社の最寄の支店/営業所にお問い合わせ
ください。

19 ソフトウェア・ライセンス
本ソフトウェアは，弊社の標準販売約款中のライセン
ス規定に基づいて提供されます。 Compaqのライセン
ス条件とその方針についての詳細は，弊社の最寄の支
店/営業所にお問い合わせください。

クライアント・ライセンスは，次のサーバ構成要素を
除き，製品の完全な機能を提供します：NFSサーバ，
BINDサーバ， PC-NFSサーバ，リモート BOOTサー
バ，DHCPサーバおよび RMT/RCDサーバ。

20 ライセンス管理機能のサポート
本製品は，OpenVMSライセンス管理機能 (LMF)に対
応しています。

ライセンス管理機能についての詳細は，『OpenVMS
Operating System for Alpha and VAX Software Prod-
uct Description』またはOpenVMSのマニュアルを参
照してください。

21 保証
本製品には，弊社の所定のソフトウェア保証基準に定
められた 90日間の保証が付きます。

22 ソフトウェア製品サービス
弊社からさまざなサービス・オプションが提供されて
います。サービス・オプションについての詳細は，弊
社の最寄の支店/営業所にお問い合わせください。

この SPDに記載されている製品情報は，製品のリリ
ース時点で有効な情報です。最新の製品情報について
は，弊社の最寄の支店/営業所にお問い合わせくださ
い。
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© 2002 Compaq Computer K.K.

Compaq， Compaqロゴ， Alpha，OpenVMS， Tru64，
VAX， VMS，およびDigitalロゴは， Compaq Infor-
mation Technologies Group, L.P.の商標です。

その他，ここに記載されているすべての製品名はそれ
ぞれの会社の商標または登録商標です。

本書に記載されている事項は，予告なく変更されるこ
とがありますので，あらかじめご承知おきください。
万一，本書の記述に誤りがあった場合でも，コンパッ
クは一切その責任を負いかねます。
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